
C23

アイヌ文化振興とアイヌ
の人たちの社会経済的地
位の向上

○大阪・関西万博でのアイヌ文化パフォーマンスの発信【R7】

○海外インフルエンサーを招致したファムトリップの実施、インバウンド向けガイドマップの作成【R6】

○アイヌ工芸品の販路拡大に向けた取組として、東京都内及び大阪府内にポップアップストアを開設【R6】

○アイヌ伝統工芸の技術伝承の機会の創出として、アイヌ工芸家の派遣による出前講座の実施、また出前講 座受講生徒の派遣によ

るインターン研修を実施【R6：出前講座4回、インターン研修2回】

○アイヌ伝統料理アレンジレシピ2品商品化・販売【R6】

○道内外におけるアイヌ文化PRイベントの実施【R6】

○道内に居住するアイヌの子弟に対して、就学資金の支援を行い、高等教育を促進【R5：219人、R6：218人】

○アイヌの人たちの就職を容易にするための特殊自動車免許等の取得に必要な経費に対し補助し、免許取得を促進【R5：11人、R6：

9人】

0312

自然環境及び生活環境の
保全

○「北海道フロンティアキッズ育成事業」において、道内6校の小学校5～6年生を対象に、SDGsの視点を活用した環境教育を実施

【R6】
0307

独自の歴史・文化の発
信・継承

○縄文世界遺産の保全と活用に向け、イベント、セミナー及びパネル展を開催し、価値や魅力を発信

・縄文世界遺産　登録3周年記念フェスタin豊平館【R6.11】

・北の縄文リレー展2024in幕別【R6.8～R7.1】

・縄文セミナーin幕別【R7.1】

・縄文セミナーキッズin幕別【R7.1】

・「北海道・北東北の縄文遺跡群」世界遺産登録４周年イベント【R7.7】

・縄文世界遺産の価値や魅力を発信するためのコンテンツの充実化

・受入体制の充実化を図るためガイド向け研修会を開催【R6.12】

◇「北の縄文ポータルサイト」による統一的な情報発信

○北海道博物館において、収集保存機能・展示機能・調査研究機能等を高め、北海道ならではの自然・歴史・文化に関わる遺産を最

大限活かし、質の高い活動を展開する博物館づくりを実施

0310

区分 主な取組
備考

(施策Code)

№

■　世界を魅了する観光体験の創出
観光の付加価値を高めるアドベンチャートラベルをはじめ、アイヌ文化や世界遺産など多彩な魅力を体験できる観光
を推進します。
（政策展開の方向性）
アドベンチャートラベル･ワールドサミット2023の開催を契機に、機運醸成やコンテンツの磨き上げ、質の高いガイドの育成などに取り組みます。また、アイヌ文
化や北海道･北東北の縄文遺跡群世界文化遺産、知床世界自然遺産や国立･国定公園など本道の魅力をめぐる周遊体験型の観光を推進するとともに、新たな道立公園
の整備や民間のノウハウの活用など魅力向上に向けて取り組みます。

※主な取組については、令和７年度基本評価・事務事業評価調書(「○～」)、道ホームページ等(「◇～」)　より引用・作成



観光地づくりの推進

○地域の魅力を活かした観光地づくり推進事業において、地域のDMOや観光協会等が行う商品造成等に対し支援を実施【R6：DMO枠7

件、広域連携枠14件、地域単独枠22件】

○宿泊業への就職に繋げるために職場見学会や出前講座等を実施【R6：職場見学会17回、出前講座37回】

○通訳案内士やガイドを目指す人を対象とした外国語ガイド育成研修、観光関連事業者や団体向けインバウンド対応研修を実施

【R6：ガイド育成研修計579人参加、事業者向け集合研修5回、派遣型研修35回】

0505

都市施設の整備・維持管
理・更新の推進

○長寿命化計画に基づき、都市公園施設の補修や更新を計画的に実施

○都市公園施設の適切な施設管理を行うため、指定管理者と管理運営会議や運営管理についての研修を実施し、適切な維持管理が行

えるよう情報を共有【道立公園11公園で実施】

○北海道強靱化計画に基づき、下水道施設の地震対策・浸水対策や下水道ストックマネジメント計画に基づく計画的な点検・調査及

び長寿命化を含めた改築に対し必要な取組を実施

◇釧路圏の道立広域公園に関する民間活力の導入に向けたマーケットサウンディング調査を実施【R7】

0805

アドベンチャートラベル
の推進

○R5.7月に運営を開始した「北海道アドベンチャートラベルガイド認定等制度」において、R7.3月末現在で61人が資格を取得

○ATWSの主催団体・ATTAの主催する商談会「Adventure ELEVATE North America」に出展し、本道のATツアー商品のPRを実施

【R7.5】したほか、「アドベンチャートラベル・ワールドサミット2025チリ」に出展【R7.10】し、本道のATに関する魅力を発信

○新たなAT市場の開拓として、シンガポールや台湾などアジアにおけるAT商品の販売促進に向け、アジア圏の旅行会社を招聘したツ

アー及び商談会を実施

○地域におけるAT顧客の受入体制強化のため、各地域に専門家を派遣する「ハンズオン支援」を実施

○アドベンチャートラベルの受入拡大に向けて、ガイドの育成研修を道内各地で開催【R5：24回、R6：50回】

0504

※主な取組については、令和７年度基本評価・事務事業評価調書(「○～」)、道ホームページ等(「◇～」)　より引用・作成


